
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ３００３ 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 機械工学実習 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等 実習指導書 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 機械工学実習は、機器の操作を身に付けるだけでなく、工作法の理論や他の科目で習得した知識

や能力を活用して、実習中に体験した事象を科学的に考察してほしい。また、数人がグループで作

業する場合には、協調・責任・勤労など技術者として望ましい態度や習慣も身に付けてほしい。さ

らに、災害防止と安全に関する事項の学習にもつとめてほしい。 

 

２ 学習の到達目標 

1 機械技術を総合的に理解する。 

2 技術者として望ましい態度や習慣を身に付ける 

3 災害防止と安全の心得を習得する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 機械加工および機

械技術に関する課題

について関心をもち、

その改善・向上をめざ

して主体的に取り組

もうとするとともに、

実践的な態度を身に

付けている。 

 機械加工および機

械技術に関する諸課

題の解決をめざして

思考を深め、基礎的・

基本的な知識と技術

を基に、技術者として

適切に判断し、表現す

る創造的な能力を身

に付けている。 

 機械加工および機

械技術に関する基礎

的・基本的な技術を

身に付け、環境に配

慮し、ものづくりを

合理的に計画し、そ

の技術を適切に活用

している。 

 機械加工および機

械技術に関する基礎

的・基本的な知識を

身に付け、現代社会

における工業の意義

や役割を理解してい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

実習報告書  

製作品 

学習状況の観察 

実習報告書  

製作品 

学習状況の観察 

実習報告書  

製作品 

学習状況の観察 

実習報告書  

製作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

４ 学習の活動 

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

メ
カ
ト
ロ
・シ
ス
テ
ム
共
通
１ 

流
体
実
験 

        

90°三角せきによる流量測定 

渦巻きポンプの性能試験 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: 材料の諸性質について興

味・関心を持ち主体的に実験に

取り組むことができる。 

b: 実験中において各場面の状

況を表現し、適切な判断ができ

る。 

c: 総合実験装置の機能や取扱

い方法を理解し、正しい操作や

正確な測定ができる。 

d: エネルギー変換の力学的知

識を理解し、実験結果から各種

の性能を導き出すことができ

る。 

学習状況の

観察 

実習報告書 

メ
カ
ト
ロ
・シ
ス
テ
ム
共
通
１ 

材
料
試
験 

引張試験   

熱処理  

硬さ試験 

衝撃試験 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: :材料の諸性質について興

味・関心を持ち主体的に実験に

取り組むことができる。 

b: 実験中おいて各場面の状況

を表現し、適切な判断ができ

る。 

c: 各実験装置の機能や取扱い

方法を理解し、正しい操作や正

確な測定ができる。 

d: 試験結果の処理を適切に行

い、各諸元から材料の機械的性

質について理解することがで

きる。 

学習状況の

観察 

実習報告書 

メ
カ
ト
ロ
・シ
ス
テ
ム
共
通 

２ 

C
A

D
 

スケッチ 

フューチャー  

ロフト   

スイープ  

穴ウィザード  

勾配  

質量特性  

   

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 a:3D-CAD について興味・関心

を持ち、実践的な技能を身に付

けようとしている。 

b:図形を表現するための適切

な操作を行うことができる。 

ｃ：3D-CAD システムの機能や

操作方法を理解し、短時間で効

率よく図面をかくことができ

る。 

ｄ：3D-CAD に関する基礎的・

基本的な知識を身に付けてい

る。 

学習状況の

観察  

実習報告書

作品  



 

※令和３年度以前入学生用 

メ
カ
ト
ロ
・シ
ス
テ
ム
共
通 

３ 

M
C

 

3D モデルの作成 

CAMによる加工工程の作成 

自動運転 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: NC装置およびMCについて興

味・関心を持ち、実践的な技能

を身に付けようとしている。 

b:3D-CAD で作成したモデルを

MC で製作するため、適切な加

工工程を考え、CAM によりプロ

グラムを作成することができ

る。 

ｃ：CAM の操作方法を理解し、

短時間で効率の良い加工プロ

グラムを考えることができる。 

ｄ：NC 装置および MC について

基礎的・基本的な知識を身に付

けている。 

学習状況の

観察  

実習報告書

作品  

シ
ス
テ
ム
１ 

原
動
機
実
験 

 

             

エンジンの分解組立  

ディーゼル機関性能試験 

ガソリン機関性能試験 

   

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: a:原動機および内燃機関に

ついて興味・関心を持ち、主体

的に実験に取り組むことがで

きる。また、実践的な技能を身

に付けようとしている。 

b:内燃機関の構造を理解し、実

験中おいて各場面の状況を表

現し、適切な判断ができる。 

ｃ：各実験装置の機能や取扱い

方法を理解し、正しい操作や正

確な測定ができる。 

 エンジン整備用工具を正し

く使用し、決められた手順通り

に分解組立ができる。 

ｄ：試験結果の処理を適切に行

い、各諸元からエンジンの性能

について理解することができ

る。  

 エンジンの構造を理解し、各

部品の意義や役割を理解して

いる。 

学習状況の

観察  

実習報告書

  

  



 

※令和３年度以前入学生用 

メ
カ
ト
ロ
１ 

          

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
習 

PLC 制御   

・基本命令   

・内部リレー  

・自己保持回路  

・タイマとカウンタ  

・アクチュエータ技術  

・メカニズムと動力伝達 

・センサ技術  

・生産システムの構築 

   

○ ○ ○ ○ a:PLC 制御について、実践的な

技能を身に付けようとしてい

る。 

b:PLC 制御の原理を理解し、求

められる仕様をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑや生産

ｼｽﾃﾑで適切に表現することが

できる。 

ｃ：各実習装置の機能や取扱い

方法を理解し、正しい操作がで

きる。 

ｄ：PLC 制御について基礎的・

基本的な知識を身に付けてい

る。 

学習状況の

観察  

実習報告書

製作品  

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


